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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第72期

第２四半期累計期間
第73期

第２四半期累計期間
第72期

会計期間
自 2022年４月１日
至 2022年９月30日

自 2023年４月１日
至 2023年９月30日

自 2022年４月１日
至 2023年３月31日

売上高 (千円) 4,372,879 5,277,570 9,592,256

経常利益又は経常損失（△） (千円) △80,314 108,680 92,540

四半期純利益又は
四半期（当期）純損失（△）

(千円) △85,829 105,880 △181,801

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) － － －

資本金 (千円) 508,000 100,000 508,000

発行済株式総数 (千株) 2,378 2,378 2,378

純資産額 (千円) 2,546,109 2,555,955 2,450,097

総資産額 (千円) 8,682,863 9,661,874 9,130,051

１株当たり
四半期純利益金額又は
１株当たり
四半期（当期）純損失金額（△）

(円) △36.50 45.03 △77.32

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

１株当たり配当額 (円) － － －

自己資本比率 (％) 29.3 26.5 26.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △63,773 485,202 △40,051

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △130,581 △333,733 △435,454

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 73,388 419,447 205,992

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,345,240 1,767,610 1,196,694

回次
第72期

第２四半期会計期間
第73期

第２四半期会計期間

会計期間
自 2022年７月１日
至 2022年９月30日

自 2023年７月１日
至 2023年９月30日

１株当たり四半期純利益又は
１株当たり四半期純損失（△）

(円) △10.28 10.77

(注) １．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

３．当社は四半期連結財務諸表を作成していないので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については

記載しておりません。

２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間における、事業の内容に重要な変更はありません。また、関係会社の異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1) 財政状態及び経営成績の状況

① 経営成績

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症が５類に移行するなど、感染拡大防

止のための行動制限緩和によって経済社会活動の正常化に向けた動きが見られたものの、世界的な金融引締めに

よる景気下押しリスクや、原材料価格の高止まり、円安を背景とした物価上昇など経済動向は先行き不透明な状

況となっています。

　当社の主な関連業界である建設業界においては、公共投資が堅調に推移しています。住宅業界においても、弱

含みではあるもののおおむね横ばい、先行きについては底堅く推移していくと見込まれます。

　このような状況の中、仮設部門は市場の競争激化の影響で苦戦はしているものの、売上高は上昇傾向で推移し

ており、住宅鉄骨部門の製造についても堅調に推移し、当第２四半期累計期間の業績は、売上高5,277百万円（前

年同四半期比20.7％増）と増収となりました。損益面においては、営業利益116百万円（前年同四半期は営業損失

73百万円）、経常利益108百万円（前年同四半期は経常損失80百万円）、四半期純利益105百万円（前年同四半期

は四半期純損失85百万円）となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

（仮設機材事業）

販売は電力施設点検用足場の大口受注及び地方での現場数の増加や大型化により堅調に推移、賃貸において

は着工を延期していた物件の稼働により、売上高は1,332百万円（前年同四半期比12.8％増）と増収となりまし

た。損益面では、自社品の稼働率向上によりセグメント損失は34百万円（前年同四半期はセグメント損失140百

万円）となりました。

（住宅鉄骨事業）

住宅鉄骨用部材の好調な需要に支えられ、売上高は3,945百万円（前年同四半期比23.6％増）と増収となり、

損益面では、セグメント利益は151百万円（前年同四半期比112.9％増）となりました。
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② 財政状態

（資産）

当第２四半期末の総資産は9,661百万円となり、前事業年度末に比べ531百万円増加しました。流動資産が5,043

百万円（前事業年度末比422百万円増）、固定資産は4,618百万円（前事業年度末比109百万円増）となりました。

総資産の主な増加要因は、現金及び預金570百万円、棚卸資産が158百万円増加したことなどによるものでありま

す。

（負債）

　負債合計は7,105百万円となり、前事業年度末に比べ425百万円増加しました。流動負債が4,488百万円（前事業

年度末比82百万円減）、固定負債が2,617百万円（前事業年度末比508百万円増）となりました。負債の主な増加

要因は、長期借入金が510百万円増加したことなどによるものであります。

（純資産）

　純資産合計は利益剰余金が105百万円増加したことなどにより2,555百万円（前事業年度末比105百万円増）とな

りました。

(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物は、前事業年度末に比べ570百万円増加の1,767百万円とな

りました。活動別のキャッシュフローの状況は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

主な増加要因として、売上債権の減少274百万円、減価償却費の計上171百万円、税引前四半期純利益108百万円

が挙げられます。主な減少要因として、棚卸資産の増加158百万円が挙げられます。

　以上の要因により営業活動によるキャッシュフローは485百万円の収入（前年同四半期は63百万円の支出）となり

ました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

主な減少要因として、貸与資産（賃貸機材）の新規投資および住宅鉄骨部門の新工場建設に伴う設備投資、その

他有形固定資産の取得による支出331百万円が挙げられます。

　以上の要因により投資活動によるキャッシュフローは、333百万円の支出（前年同四半期は130百万円の支出）と

なりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　短期借入れは、当座貸越利用の減少により前事業年度末と比べて200百万円の減少となりました。長期借入れは

950百万円の新規調達と約定返済により、前事業年度末と比べて627百万円の増加となりました。

　また、リース債務の返済による支出がありました。

　以上の要因により財務活動によるキャッシュフローは419百万円の収入（前年同四半期は73百万円の収入）となり

ます。

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあり

ません。

(4) 研究開発活動

当第２四半期累計期間における当社の研究開発活動に係る費用の総額は35百万円であります。なお、当第２四半

期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 6,000,000

計 6,000,000

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2023年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2023年11月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,378,740 2,378,740
東京証券取引所
スタンダード市場

単元株式数100株

計 2,378,740 2,378,740 － －

(注) 発行済株式のうち、663,750株は、現物出資(借入金531百万円の株式化)により発行されたものであります。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2023年８月１日 － 2,378,740 △408,000 100,000 － －

(注) 会社法第447条第１項の規定に基づき、今後の資本政策の機動性及び柔軟性を確保するため、資本金を減少し、

その他資本剰余金に振り替えております（減資割合80.31％）。
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(5) 【大株主の状況】

2023年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式(自己
株式を除く。)の
総数に対する
所有株式数の
割合(％)

旭化成ホームズ株式会社 東京都千代田区神田神保町１－１０５ 770 32.8

アルインコ株式会社 大阪府高槻市三島江１－１－１ 221 9.4

日鉄建材株式会社 東京都千代田区外神田４－１４－１ 96 4.1

高梨 嘉嗣 千葉県浦安市 71 3.0

遠藤 晶久 東京都青梅市 63 2.7

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１－６－１ 48 2.0

磯貝 實 愛知県碧南市 37 1.6

三井住友信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内１－４－１ 34 1.5

楽天証券株式会社 東京都港区南青山２－６－２１ 22 1.0

中平 伸一 大阪府大阪市生野区 22 0.9

計 － 1,387 59.0

　(注) 上記のほか当社所有の自己株式27千株があります。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2023年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 27,600 － －

完全議決権株式(その他) 普通株式 2,334,800 23,348 －

単元未満株式 普通株式 16,340 － －

発行済株式総数 2,378,740 － －

総株主の議決権 － 23,348 －

(注) 「完全議決権株式(その他)」の欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が、100株(議決権の数１個)含ま

れております。

② 【自己株式等】

2023年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

中央ビルト工業株式会社
東京都中央区日本橋
富沢町11番12号

27,600 － 27,600 1.2

計 － 27,600 － 27,600 1.2

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(2023年７月１日から2023年９月

30日まで)及び第２四半期累計期間(2023年４月１日から2023年９月30日まで)に係る四半期財務諸表について、ＵＨＹ

東京監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がないため、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(2023年３月31日)

当第２四半期会計期間
(2023年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,196,694 1,767,610

受取手形及び売掛金 ※２ 1,990,469 ※２ 1,716,131

棚卸資産 ※１ 1,375,484 ※１ 1,533,979

前払費用 17,378 14,020

未収入金 36,790 7,882

その他 4,193 3,533

流動資産合計 4,621,010 5,043,158

固定資産

有形固定資産

建物 1,957,647 2,120,282

減価償却累計額 △1,682,392 △1,697,319

建物（純額） 275,254 422,962

構築物 723,310 724,431

減価償却累計額 △544,674 △558,023

構築物（純額） 178,636 166,408

機械及び装置 770,072 771,099

減価償却累計額 △698,318 △706,999

機械及び装置（純額） 71,754 64,100

貸与資産 7,120,839 7,237,705

減価償却累計額 △6,494,921 △6,526,472

貸与資産（純額） 625,917 711,233

車両運搬具 62,513 62,513

減価償却累計額 △57,245 △58,585

車両運搬具（純額） 5,267 3,928

工具、器具及び備品 270,331 275,907

減価償却累計額 △235,426 △238,498

工具、器具及び備品（純額） 34,905 37,408

土地 2,881,847 2,881,847

リース資産 92,672 92,672

減価償却累計額 △45,888 △51,945

リース資産（純額） 46,783 40,726

建設仮勘定 94,860 －

有形固定資産合計 4,215,226 4,328,615

無形固定資産 59,297 53,708

投資その他の資産

投資有価証券 200 200

繰延税金資産 21,057 23,787

差入保証金 209,271 208,858

その他 3,986 3,546

投資その他の資産合計 234,516 236,391

固定資産合計 4,509,040 4,618,716

資産合計 9,130,051 9,661,874
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(単位：千円)

前事業年度
(2023年３月31日)

当第２四半期会計期間
(2023年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形 ※２ 666,749 ※２ 717,958

買掛金 1,387,370 1,299,214

短期借入金 1,700,000 1,500,000

1年内返済予定の長期借入金 559,644 677,026

未払法人税等 6,416 5,514

賞与引当金 22,183 22,476

役員賞与引当金 4,356 －

その他 223,955 266,445

流動負債合計 4,570,677 4,488,635

固定負債

長期借入金 1,882,662 2,392,875

退職給付引当金 146,675 151,396

その他 79,937 73,012

固定負債合計 2,109,275 2,617,283

負債合計 6,679,953 7,105,919

純資産の部

株主資本

資本金 508,000 100,000

資本剰余金 758,543 1,166,543

利益剰余金 1,211,460 1,317,340

自己株式 △27,906 △27,929

株主資本合計 2,450,097 2,555,955

純資産合計 2,450,097 2,555,955

負債純資産合計 9,130,051 9,661,874
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(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

売上高 4,372,879 5,277,570

売上原価 4,088,102 4,819,347

売上総利益 284,776 458,223

販売費及び一般管理費 ※ 358,757 ※ 341,522

営業利益又は営業損失（△） △73,980 116,701

営業外収益

受取利息及び配当金 2 8

受取地代家賃 2,329 2,329

雑収入 515 1,748

営業外収益合計 2,847 4,086

営業外費用

支払利息 8,811 12,008

雑支出 371 98

営業外費用合計 9,182 12,107

経常利益又は経常損失（△） △80,314 108,680

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △80,314 108,680

法人税、住民税及び事業税 5,514 5,530

法人税等調整額 － △2,730

法人税等合計 5,514 2,800

四半期純利益又は四半期純損失（△） △85,829 105,880
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

△80,314 108,680

減価償却費 150,437 171,769

貸倒引当金の増減額（△は減少） △79 －

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,508 292

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △9,826 △4,356

退職給付引当金の増減額（△は減少） 7,676 4,720

受取利息及び受取配当金 △2 △8

支払利息 8,811 12,008

売上債権の増減額（△は増加） 87,879 274,337

棚卸資産の増減額（△は増加） △370,724 △158,494

仕入債務の増減額（△は減少） 255,905 △11,502

その他 △86,276 100,681

小計 △35,003 498,129

利息及び配当金の受取額 2 8

利息の支払額 △7,583 △12,082

法人税等の支払額 △21,188 △4,981

法人税等の還付額 － 4,127

営業活動によるキャッシュ・フロー △63,773 485,202

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △120,991 △331,551

その他 △9,590 △2,182

投資活動によるキャッシュ・フロー △130,581 △333,733

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △300,000 △200,000

長期借入れによる収入 600,000 950,000

長期借入金の返済による支出 △198,712 △322,405

リース債務の返済による支出 △9,036 △8,125

配当金の支払額 △18,810 －

その他 △52 △22

財務活動によるキャッシュ・フロー 73,388 419,447

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △120,966 570,915

現金及び現金同等物の期首残高 1,466,207 1,196,694

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,345,240 ※ 1,767,610
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

※１ 棚卸資産の内訳

　
前事業年度

(2023年３月31日)
当第２四半期会計期間
(2023年９月30日)

製品 617,207千円 688,182千円

仕掛品 375,264　〃 450,184　〃

原材料及び貯蔵品 383,013　〃 395,612　〃

※２ 四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理している。なお、当第２

四半期会計期間末日が金融機関の休業日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が、四半期会計期間

末残高に含まれている。

　
前事業年度

(2023年３月31日)
当第２四半期会計期間
(2023年９月30日)

受取手形 － 42,066千円

支払手形 － 149,876 〃

(四半期損益計算書関係)

　※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　
前第２四半期累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

従業員給料及び手当(従業員賞与含む) 141,055千円 138,885千円

賞与引当金繰入額 12,045　〃 11,866　〃

退職給付引当金繰入額 6,400　〃 7,628　〃

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

　
前第２四半期累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

現金及び預金 1,345,240千円 1,767,610千円

現金及び現金同等物 1,345,240千円 1,767,610千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月24日
定時株主総会

普通株式 18,810 8.0 2022年３月31日 2022年６月27日 利益剰余金

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となる

もの

　 該当事項はありません。

当第２四半期累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年９月30日)

１．配当金支払額

　 該当事項はありません。

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となる

もの

　 該当事項はありません。

３．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、2023年６月23日開催の第72回定時株主総会において、資本金の額の減少について決議し、2023年８月１

日付でその効力が発生しております。この結果、資本金が408,000千円減少、その他資本剰余金が408,000千円増加

し、当第２四半期会計期間末において、資本金が100,000千円、資本剰余金が1,166,543千円となっております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
合計

仮設機材事業 住宅鉄骨事業

売上高

　外部顧客への売上高 1,181,092 3,191,787 4,372,879

計 1,181,092 3,191,787 4,372,879

　セグメント利益又は損失（△） △140,060 71,229 △68,831

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異

調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

　報告セグメント計 △68,831

　全社費用 (注) △5,148

　四半期損益計算書の営業損失（△） △73,980

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費である。

Ⅱ 当第２四半期累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
合計

仮設機材事業 住宅鉄骨事業

売上高

　外部顧客への売上高 1,332,347 3,945,222 5,277,570

計 1,332,347 3,945,222 5,277,570

　セグメント利益又は損失（△） △34,933 151,635 116,701

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異

調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

　報告セグメント計 116,701

　全社費用 (注) －

　四半期損益計算書の営業利益 116,701

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費である。

　



― 14 ―

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前第２四半期累計期間（自 2022年４月１日　至 2022年９月30日）

財又はサービスの種類別の内訳

(単位：千円)

報告セグメント
合計

仮設機材事業 住宅鉄骨事業

売上高

　仮設機材販売 341,698 － 341,698

　仮設機材賃貸 368,799 － 368,799

　住宅鉄骨販売 － 3,191,787 3,191,787

　顧客との契約から生じる収益 710,498 3,191,787 3,902,285

　その他の収益 470,594 － 470,594

　外部顧客への売上高 1,181,092 3,191,787 4,372,879

(注) その他の収益には、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」に基づいて認識している賃料等が含

まれております。

当第２四半期累計期間（自 2023年４月１日　至 2023年９月30日）

財又はサービスの種類別の内訳

(単位：千円)

報告セグメント
合計

仮設機材事業 住宅鉄骨事業

売上高

　仮設機材販売 426,085 － 426,085

　仮設機材賃貸 379,975 － 379,975

　住宅鉄骨販売 － 3,945,222 3,945,222

　顧客との契約から生じる収益 806,060 3,945,222 4,751,282

　その他の収益 526,287 － 526,287

　外部顧客への売上高 1,332,347 3,945,222 5,277,570

(注) その他の収益には、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」に基づいて認識している賃料等が含

まれております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額又は
１株当たり四半期純損失金額（△）

△36円50銭 45円03銭

(算定上の基礎)

四半期純利益金額又は
　 四半期純損失金額（△）(千円)

△85,829 105,880

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は
　 普通株式に係る四半期純損失金額（△）(千円)

△85,829 105,880

普通株式の期中平均株式数(千株) 2,351 2,351

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

2023年11月10日

中央ビルト工業株式会社

　取 締 役 会 御中

ＵＨＹ東京監査法人

東京都品川区

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 安 河 内 明

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 鹿 目 達 也

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている中央ビルト工業

株式会社の2023年４月１日から2024年３月31日までの第73期事業年度の第２四半期会計期間（2023年７月１日から2023

年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（2023年４月１日から2023年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、中央ビルト工業株式会社の2023年９月30日現在の財政状態並びに同日をも

って終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」

に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監

査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

四半期財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切であ

るかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関

する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュ

ー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施

される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどう

か結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切で

ない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、

四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存

続できなくなる可能性がある。

・ 四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に

準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の表

示、構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が

認められないかどうかを評価する。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

(注) １ 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２ XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

　


